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　　　　　　　　日本気象学会第17期役員および委員一覧表（氏名順不同）

理事　　　　　　　　　　　　　　　高橋忠司古川武彦
1）常任理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）講演企画委員

礒野謙治（理事長）小平　信彦（理事長代理）　　　　　　担当理事　窪田　正八　二宮　洗三

窪田　正八　河村　　武　中山　　章　大井　正一　　　　　　　　　　　門脇俊一郎　木村　竜治

神山　恵三　川村　　清　二宮　洗三　丸山　健人　　　　　　　　　　清水　逸郎　松村　哲郎

駒林　　誠　伊藤　昭三　北川信一郎　　　　　　　　　　　8）国際学術交流委員

2）理事　　　　　　　　　　　　　　　担当理事北川信一郎神山恵三
小林寿太郎　岸保勘三郎　孫野　長治　毛利圭太郎　　　　　　　　　　神子　敏朗　木村　竜治

佐々木芳治　山本　義一　久米　庸孝　竹内　清彦　　　　　　　　　　　杉村　行勇　杉浦　　茂

中島暢太郎　山元竜三郎　坂上　　務　沢田　竜吉　　　　　9）外国文献集編集

多賀将山本孜　　　　　 担当理事大井正一・

監事　　　　　　　　　　　　　　 小沢　正菊地正武
木村耕三　藤田　敏夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新田　　尚　根本順吉

評議員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）学術会議関係

吉武　素二　高橋浩一郎　神原　　健　北岡　竜海　　　　　　担当理事　神山　　恵三

斎藤　錬一　伊藤　　博　今井　一郎　日下部正雄　　　　　11）長期計画委員

担当理事および委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当理事　駒林　　誠　丸山　健人

1）庶務委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）学会賞委員

　担当理事小平　信彦　中山　　章　　　　　　　　　　　担当理事　駒林　　誠　北川信一郎

　　　　　　中村　敬作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝倉　　正　駒林　　誠

2）会計委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立平　良三　三崎　方郎

　担当理事　川村　　清　伊藤　昭三　　　　　　　　　　13）藤原賞委員

3）地球物理研究運絡および学会連合

　担当理事　神山　恵三

4）気象集誌編集委員

　担当理事　二宮　洗三　小平　信彦

　　　　　　会田　勝相原正彦池辺幸正
　　　　　　井沢　竜夫　岡村　　存　近藤　純正

　　　　　　武田　喬男　廣田　　勇　山岬　正紀

　　　　　　山下　　晃　吉田　泰治

5）天気編集委員

　担当理事　河村　　武　中山　　章

　　　　　　沖政　進一　神子　敏朗　駒林　　誠

　　　　　　竹田　　厚　田崎　允一　巽　　保夫

　　　　　　田中　正之　廣田　　勇　山田　文雄

　地区委員　北海道　丸山　栄三　東北　小野寺晶夫

　　　　　　関東　赤羽　俊朗　関西　松本　　茂

　　　　　　九州　長田　英二

6）気象研究ノート編集委員

　担当理事　伊藤　昭三　丸山　健人

　　　　　　荒川　正一　岡林　俊雄　近藤　洋輝

　　　　　　関根　正幸　田中　豊顕　田中　　浩
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　担当理事　駒林　　誠

　　　　　　坂上　治郎

　　　　　　松野　太郎

14）奨励金委員

　担当理事　北川信一郎

　　　　　　川村　　清

　　　　　　立平　良三

15）選挙管理委員

　委員長清水逸郎
　　　　　　石田　泰治

　　　　　　時岡　達志

5．地方支部役員

北海道支部

理事，支部長　毛利圭太郎

常任理事孫野長治
理　　　　事　杉本　　豊

幹事長中岡裕之
幹　　　　事　播磨屋敏正

東北支部
理事，支部長　佐々木芳治

北川信一郎

須田　　健

山本　義一

川村　　清

北川信一郎

山崎　道夫

大河内芳雄

村上　勝人

藤範

井上

遠藤

村山　信彦

斎藤　　実

山岸米二郎

斎藤　　実

館　　英男

吉住　禎夫

沢田　竜吉

樋口　敬二

宮沢　清治

五月女敬太郎

晃雄　丸山　栄三

力太　大野　義輝

辰雄　小島　　修

（以下496ぺ一ジ）
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496 邪馬台国の天候

　　　　　　　　　　文　献

　1）Chu　Ko－Chen：（1966）A　preliminary　study

　　on　the　climatic　Huctuation　during　the　past

　　5000years　in　China．

2）Fairbridge　R・W・：（1961）Convergence　of

　　evidence　on　climatic　change　and　Ice　Ages．

　　（Annals　of　the　New　York　Acadeny　of　Sciences．

　　Vo1・95，Art1．）

3）Fairbridge　RW・：（1961）Eustatic　change　in

　　sea　leve1．　（Physics　and　Chemistry　of　the

　　Earth・Vo1・4，London　Pergamon　Press．）

4）橋本増吉：（1956）　東洋史上より見たる日本上

　　古史研究（東津文庫）．

5）畑中健一：（1966）　山口県安岡付近の第四紀堆

　　積物の花粉分析，考古学研究第13巻第1号．

・6）堀江正治：（1966）　日本のNeoglaciationにつ

　　いて（京大防災研年報No．11B）．

7）保柳睦美：（1965）西域に滅びた町と河川の縮

　　少一シルク・一ド沿道地帯の自然の変化一（地
　　学雑誌Vo1・74．No．1－2．）

8）井上光貞：（1965）　神話から歴史へ（「日本の歴

　　史」1．中央公論社）．

9）貝塚茂樹：（1957）　古代搬帝国（みすず書房）．

10）胡厚宣：（1944）　甲骨学商史論叢初葉二葉．

11）大分県国東町安国寺弥生式遺蹟の調査（九州文

　　化総合研究所）．

12）Lamb，H・H・：（1966）The　changing　climate

　　（Methuen＆COLTD，London）．
13）Lamb，HH．：（1969）Chimatic　Fluctuations．

　　（General　Climatology，2・Elsevier　Publishing

　　Company．Amsterdam－London－Newyork）
14）植生図・主要動物植物地図（35）山口県（文化
　　庁）．

15）町田　博：（1966）　クルミつくり方の実際（農

　　山漁村文化協会）．

16）永原慶二：（1965）　下剋上の時代（「日本の歴

　　史」10．中央公論社）．

17）坂本太郎監修：（1957）　日本史小辞典（山川出

　　版社）．

18）関山直太郎：（1958）　近世日本の人口構造（吉

　　川弘文館）．

19）安本美典：（1968）　神武東遷（「中公新書」178

　　中央公論社）．

20）山本武夫：（1967）　歴史の流れに沿う日本とそ

　　の周辺の気候の変遷（地学雑誌，Vo1．76，No．

　　3）．

21）Yamomoto，　T．：　（1971）　On　the　climatic

　　cange　in　xv　and　xvl　centuries　in　Japan

　　（Geophy・Mag・Vo1・35，No．2，1951）．

22）山本武夫：（1971）　アジァの気候変動（「東ア

　　ジア」一世界地誌ゼミナール1一大明堂）．

23）Yamamoto，T．　（1971）　On　the　nature　of

　　the　climatic　change　in　Japan　since　the

　　“Little　Ice　Age”around1800A．D．（Joum．

　　of　M．S．J．Vol．49）．

24）山本武夫：（1972）　極東における降水量の長期

　　変動（「地学雑誌」に掲載予定）．

25）和田　清・石原道博編訳：（1951）　魏志倭人伝

　　・後漢書倭伝・宋書倭国伝・随書倭国伝（「岩

　　波文庫」4370，岩波書店）．

26）和田　清・石原道博編訳：（1956）　旧唐書倭国

　　日本伝・宋史日本伝・元史日本伝（「岩波文庫
　　（5658－5659）岩波書店）．

27）Wilson，A・T・（1971）Past　wind　strength

　　from　isotope　studies（Nature　Vo1．234Dec．

　　10）．

〈522ぺ一ジの続き）

常任理事山本義一寺内栄一田中正之
　　　　　　　小野寺晶夫

理　　　　事　門脇　四郎　田村　邦雄　須川　　力

　　　　　　　勝浦　　寛

幹事安田延寿小林勉高橋大和
関西支部

理事，支部長　山元竜三郎

常任理事合田　勲橋本清美竹内清秀
　　　　　　　秋山　敏夫　市川　清見

理事東修三久保田利一井野英雄
　　　　　　　根山　芳晴　桐山　一陽　花沢　正策

会計監査　中西　　盈
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幹　　　　事　宮坂　辰夫

九州支部

理事，支部長　多賀　　将

常任理事沢田竜吉
理　　　　事　坂上　　務

幹事小島隆義
沖縄支部

理事，支部長　山本　　孜

常任理事　山田　　一

理　　　　事　高良　初善

幹　　　　事　糸数　昌丈

曽我部健二

松本　誠一　長田

堀内　剛二鎌本

村田　芳幸

石島　　英

砂川　玄蔵

英二

博夫
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